
剰余金処分(不足金処理)

項  目

区  分
円 円 円

農作物共済勘定 53,915,922

家 畜 共 済 勘 定 0 8,596,653

果 樹 共 済 勘 定 0 453,453

畑作物共済勘定 0 790,432

任 意 共 済 勘 定 150,953,787

上記未処分剰余金を下記のとおり処理する。

（１）　農作物共済勘定

項  目

区  分 当   期 累   計 当   期 累   計
円 円 円 円 法定積立金限度額

水　　　　稲 0 392,681,552 39,040,879 2,063,784,812 383,888,010

法定積立金限度額
36,467,344

合　　　　　計 4,958,347 421,733,404 48,957,575 2,117,433,631

（２）　果樹共済勘定

　　　　既積立総額と当期剰余金の合計額　26,665,851円を果樹共済再保険区分別の過不足累計額、収穫

      共済半相殺減収総合一般方式うんしゅうみかん　20,390,262円（76.466%）、収穫共済災害収入共済方

      式うんしゅうみかん　572,194円（3.646%）、収穫共済半相殺減収総合一般方式なつみかん3,248,503円

       (12.182%)、樹体共済うんしゅうみかん  2,054,892円( 7.706%)により配分する。             

項  目

区  分 当   期 累   計 当   期 累   計
円 円 円 円

収穫半相殺一般
うんしゅうみかん
収穫災害収入
うんしゅうみかん
収穫半相殺一般
なつみかん
樹体
うんしゅうみかん

合         計 226,727 6,777,262 226,726 19,888,589

剰　　　余　　　金　　　処　　　分

繰 越 不 足 金 当 期 剰 余 金 未 処 分 剰 余 金

0 53,915,922

8,596,653

453,453

790,432

0 150,953,787

既 積 立 総 額 と 当 期 剰 余 金 の 合 計 額 2,539,167,035 円 を 共 済 目 的 別 の 過 不 足 累 計 額 、

水稲 2,695,405,709円（96.743%）、麦 90,754,690円（3.257%）により配分し、この配分額から既積立額を

差 し 引 い て 得 た 共 済 目 的 別 当 期 剰 余 金 を 次 の と お り 積 み 立 て る 。

法　定　積　立　金 特　別　積　立　金
摘 要

麦 4,958,347 29,051,852 9,916,696 53,648,819

法　定　積　立　金 特　別　積　立　金
摘 要

0 4,152,150 0 16,238,112

197,708 446,606 197,707 525,588

11,340 1,247,064 11,340 2,001,439

17,679 931,442 17,679 1,123,450



（３）　畑作物共済勘定

項  目
区  分 当   期 累   計 当   期 累   計

円 円 円 円

半 相 殺 方 式
一 筆 方 式 大 豆

395,216 12,716,425 395,216 19,124,679

全相殺方式大豆 0 4,280,671 0 6,612,581

合         計 395,216 16,997,096 395,216 25,737,260

（4）　家畜共済勘定、任意共済勘定

項　目

区　分

円 円

家 畜 共 済 勘 定 4,298,327 4,298,326

任 意 共 済 勘 定 113,215,340 37,738,447

項　目

区　分

円 円 円

園芸施設共済勘定 77,935,656 42,800,134 35,135,522

上記末処理不足金を下記のとおり処理する。

項　目

区　分

円 円 円 円

園芸施設共済勘定 0 0 0 35,135,522

法 定 積 立 金
に よ る 補 填

特 別 積 立 金
に よ る 補 填

補 填 額 合 計 繰 越 不 足 金

法 定 積 立 金 特 別 積 立 金 摘 要

繰 越 不 足 金 当 期 剰 余 金 未処 理不 足金

不   足   金   処   理 

既積立総額と当期剰余金の合計額 42,734,356円を畑作物共済再保険区分別の過不足累計額、

半相殺方式・一筆方式大豆 31,841,104円（74.509%）、全相殺方式大豆 10,893,252円（25.491%）

       により配分する。

法　定　積　立　金 特　別　積　立　金
摘 要


